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（別紙） 

コロナ禍による米価下落の影響の改善を求める意見書 

 

主食用米需要の現状は、人口減少や食生活の多様化が進むことで、年々減少傾向に

ある。さらにコロナ禍に伴う外出自粛などにより外食産業向けの米の販売数量が激減

したことなどが影響し、令和３年９月末での全国の民間在庫量は２１４万トンとなり、

適正といわれている１８０万トン～２００万トンを大きく超過している。米価下落の

一因に令和２年産米の過剰在庫があり、さらにコロナ禍による今後の需要動向が見通

せないことなどから、令和３年１０月時点の相対取引価格（６０㎏当たりの全銘柄平

均価格）の出回りからの令和３年産平均価格は、前年産と比べ１，３７８円の下落と

なっている。京都府においても銘柄によっては３，０５６円下落している状況である。 

ついては、国におかれては、今後も米の生産が継続され、水田農業と農村地域が維

持されるよう、下記事項について強く要望する。 

 

 

記 

 

１ １０月１２日に国から示された（仮称）コロナ影響緩和特別対策などにより、米

価の下落に歯止めをかけるとともに、令和２年産米に加え、令和３年産米も過剰在

庫が生じないよう、農業者や集荷・販売業者が行う販売先の確保や新たな販路開拓

などに対してさらなる支援を行うこと。 

 

２ 高収益作物への転換に必要な栽培技術や機械・施設の整備に対してさらなる支援

を行うとともに、必要な情報提供を行い、支援制度について周知に努めること。 

 

３ 米の美味しさや健康増進などの機能性に関する情報発信や和食文化の推進など、

米の消費拡大を図るため、より積極的な取り組みを行うこと。 

 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和３年１２月２１日 
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      福知山市議会議長  髙 橋 正 樹 


